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 このたびはポスター賞と参加記執筆の機会をいただき、大変光栄に存じます。久場研に

異動してきてから 2 年と少し、これまで培ってきた様々な技術が花開き始め、いよいよ重

要な未解決課題に対してアプローチができるようになってきたこのタイミングで賞をいた

だけたことは、大きな励みとなりました。今後とも、指導している医学部生たちとともに、

ワクワクする研究により一層邁進していきたい所存です。 

 この S&B領域会議には一昨年の第 2回から毎年参加させていただいております。精密で

美しい神経回路がつくられるメカニズムに興味を寄せている私にとって、スクラップ＆ビ

ルドというテーマは核心に近いものです。大きな学会に参加するよりも圧倒的に得るもの

が多く、今回の参加もかねてより楽しみにしておりました。 

第 4 回となる今回は、浜名湖の美しい景色を臨むダイワロイヤルホテル  THE 

HAMANAKO で行われました。2泊 3 日のスケジュールの多くの部分は、領域班の先生方

による口頭発表です。通常の学会発表のような完結したストーリーではなく、未発表デー

タだらけの進捗報告を聞ける機会は非常に貴重です。いち早く最先端に触れられるだけで

なく、その背景にある試行錯誤や技術革新、問題を乗り越えるための戦略まで垣間見るこ

とができ、とても勉強になります。会議の冒頭から若手が質問しやすい空気をつくってく

だったこともあり、議論は終始盛り上がりました。1, 2日目の夕方以降はポスター発表です。

38もの演題があり、夕食を挟んで会場の部屋が閉まる 24時まで、アルコールの勢いも加わ

りつつ白熱した討論が続きました。領域会議という場でのポスター発表の魅力の一つとし

て、前回からの進捗や発展が見えやすい点があると思います。そこから研究を最前線で進

める個々人の営みが見えてきます。私の場合も、音源定位を実現する脳幹聴覚神経回路の

構築機構の解明に向け、一昨年は軸索配線の標識技術、昨年は軸索を取り巻くオリゴデン

ドロサイトの標識技術を発表し、続く今回はメカニズムの一端に切り込んだ話をさせてい

ただきました。これまでの（ときには異動前からの）流れを覚えていてくださっている先

生もいらっしゃり、幸甚であると同時に気が引き締まる思いです。さまざまなアドバイス

をいただき、今後の方針を固めることができました。さらに参加者間の交流を促すような

イベントまであるのが領域会議のよいところです。今年も二次会は深夜まで続き、エクス

カーションとして浜名湖遊覧船ツアーが催されました。おかげさまで年々知り合いが増え

ていきます。 

最後に、このような素晴らしい集まりをオーガナイズしてくださった幹事の宮川先生・

岩里先生とスタッフの皆様、領域代表の榎本先生に心より御礼申し上げます。来年度が最

後であることが名残惜しいです。ぜひ次回も参加させていただけましたら幸いです。 


